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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年6月14日(2018.6.14)

【公表番号】特表2017-519039(P2017-519039A)
【公表日】平成29年7月13日(2017.7.13)
【年通号数】公開・登録公報2017-026
【出願番号】特願2017-511547(P2017-511547)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   5/06     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  21/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   39/106    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ｄ
   Ａ６１Ｐ    1/00     　　　　
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   Ａ６１Ｐ    7/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
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   Ａ６１Ｐ    5/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    5/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
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   Ａ６１Ｋ   38/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/22     　　　　
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   Ａ６１Ｋ   38/45     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/48     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/42     　　　　
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   Ａ６１Ｐ    7/04     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月27日(2018.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非天然融合分子、および１つ以上の薬理学的に許容されるキャリアを含み、対象への経
口送達のために製剤され、ここで、前記融合分子は、生物活性カーゴとカップリングされ
た修飾コリックス毒素を含み、ここで、前記コリックス毒素は、コリックス毒素ドメイン
Ｉｂ内のアミノ酸残基で切断されており、およびここで、前記融合分子は、前記生物活性
カーゴに対する受容体を活性化する能力、または触媒活性物質の触媒プロセスを可能とす
る能力を有する医薬組成物。
【請求項２】
　前記切断型コリックス毒素が、配列番号４２、配列番号４３、配列番号４４、配列番号
４５、配列番号４６、配列番号４７、配列番号：４８、配列番号４９、配列番号５０、配
列番号５１、配列番号５２、配列番号５３、配列番号５４、配列番号５５、配列番号５６
、配列番号５７、配列番号５８、配列番号５９、配列番号６０、配列番号６１、配列番号
６２、配列番号６３、配列番号６４、配列番号６５、配列番号６６、配列番号６７、配列
番号６８、配列番号６９、配列番号７０、配列番号７１、配列番号７２、配列番号７３、
配列番号７４、配列番号７５、配列番号７６、配列番号７７、配列番号７８、配列番号７
９、または配列番号８０に示されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　非天然融合分子、および１つ以上の薬理学的に許容されるキャリアを含み、対象への経
口送達のために製剤され、ここで、前記融合分子は、生物活性カーゴとカップリングされ
た修飾コリックス毒素を含み、ここで、前記コリックス毒素は、コリックス毒素ドメイン
ＩＩ内のアミノ酸残基Ａｌａ３８６ではないアミノ酸残基で切断されており、およびここ
で、前記融合分子は、前記生物活性カーゴに対する受容体を活性化する能力、または触媒
活性物質の触媒プロセスを可能とする能力を有する医薬組成物。
【請求項４】
　前記切断型コリックス毒素が、配列番号４、配列番号５、配列番号６、配列番号７、配
列番号８、配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列番号１３、配
列番号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１７、配列番号１８、配列番号１９
、配列番号２０、配列番号２１、配列番号２２、配列番号２３、配列番号２４、配列番号
２５、配列番号２６、配列番号２７、配列番号２８、配列番号２９、配列番号３０、配列
番号３１、配列番号３２、配列番号３３、配列番号３４、配列番号３５、配列番号３６、
配列番号３７、配列番号３８、配列番号３９、配列番号４０、または配列番号４１に示さ
れるアミノ酸配列を含む、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記生物活性カーゴが、高分子、小分子、ペプチド、ポリペプチド、核酸、ｍＲＮＡ、
ｍｉＲＮＡ、ｓｈＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ、アンチセンス分子、抗体、ＤＮＡ、プラスミド、
ワクチン、ポリマーナノ粒子、または触媒活性物質である、請求項１～４のいずれか一項
に記載の医薬組成物。
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【請求項６】
　前記生物活性カーゴが、ＧＩ管における炎症の修飾因子であるポリペプチドである、請
求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記ポリペプチドが、インターロイキン‐１０（配列番号８２）、インターロイキン‐
１９（配列番号８３）、インターロイキン‐２０（配列番号８４）、インターロイキン‐
２２（配列番号８５）、インターロイキン‐２４（配列番号８６）、またはインターロイ
キン‐２６（配列番号８７）である、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記生物活性カーゴは、腫瘍壊死因子（ＴＮＦ）阻害剤であり、前記ＴＮＦ阻害剤は、
配列番号８８または配列番号９０に示す配列から選択される重鎖可変領域アミノ酸配列お
よび配列番号８９または配列番号９１に示す配列から選択される軽鎖可変領域アミノ酸配
列を含む抗体である、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記生物活性カーゴが、可溶性ＴＮＦ受容体融合タンパク質であるＴＮＦ阻害剤である
、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記可溶性ＴＮＦ受容体融合タンパク質が、配列番号９２に示されるアミノ酸配列を含
む、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記生物活性カーゴが、血糖降下剤である、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記血糖降下剤が、ＧＬＰ‐１アゴニストペプチド（配列番号９３）またはＧＬＰ‐１
アゴニストペプチド（配列番号９４）である、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記生物活性カーゴが、成長ホルモンである、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記成長ホルモンが、ヒト成長ホルモン（もしくはそのバリアント）、成長ホルモン２
、または成長ホルモン放出ホルモンである、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記ヒト成長ホルモンが、配列番号９５に示されるアミノ酸配列を含む、請求項１４に
記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　非天然融合分子、および１つ以上の薬理学的に許容されるキャリアを含み、対象への経
口送達のために製剤され、ここで、前記融合分子は、生物活性カーゴとカップリングされ
た修飾コリックス毒素を含み、ここで、前記コリックス毒素は、コリックス毒素ドメイン
Ｉｂ内のアミノ酸残基で切断されており、およびここで、前記生物活性カーゴは、ヒアル
ロニダーゼ、ストレプトキナーゼ、組織プラスミノーゲンアクチベーター、ウロキナーゼ
、またはＰＧＥ‐アデノシンデアミナーゼから選択される酵素である医薬組成物。
【請求項１７】
　非天然融合分子、および１つ以上の薬理学的に許容されるキャリアを含み、対象への経
口送達のために製剤され、ここで、前記融合分子は、生物活性カーゴとカップリングされ
た修飾コリックス毒素を含み、ここで、前記コリックス毒素は、コリックス毒素ドメイン
ＩＩ内のアミノ酸残基で切断されており、およびここで、前記生物活性カーゴは、ヒアル
ロニダーゼ、ストレプトキナーゼ、組織プラスミノーゲンアクチベーター、ウロキナーゼ
、またはＰＧＥ‐アデノシンデアミナーゼから選択される酵素である医薬組成物。
【請求項１８】
　炎症性疾患の治療、予防、および／または防止を、それを必要とする対象において行う
ための医薬の作製における請求項１～１７のいずれか一項に記載の非天然融合分子の使用
。
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【請求項１９】
　代謝障害の治療、予防、および／または防止を、それを必要とする対象において行うた
めの医薬の作製における請求項１～１７のいずれか一項に記載の非天然融合分子の使用。
【請求項２０】
　ＧＨ不全成長障害の治療、予防、および／または防止を、それを必要とする対象におい
て行うための医薬の作製における請求項１～１７のいずれか一項に記載の非天然融合分子
の使用。
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